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新車CO₂
ゼロチャレンジ

Challenge 1

ライフサイクル
CO₂ゼロ
チャレンジ

Challenge 2
工場CO₂
ゼロチャレンジ

Challenge 3

人と自然が共生
する未来づくり
へのチャレンジ

Challenge 6

循環型社会・
システム構築
チャレンジ

Challenge 5
水環境インパクト
最小化チャレンジ

Challenge 4

トヨタ環境チャレンジ
2050

環境負荷ゼロチャレンジ

もっとよくなる・
ネットポジティブ社会への

貢献

ゼロへのチャレンジ

プラスへのチャレンジ

Challenge 5

循環型社会・
システム構築
チャレンジ

Challenge 5
Focus

!!

トヨタ環境チャレンジ2050

＊ Dismantlers：クルマなどの解体業者

Challenge 5は「循環型社会・システム構築チャレンジ」

マイナス要因をゼロにするだけでなく「プラスの世界」を目指すため、トヨタは成し遂げるべき6つのチャレンジを掲げました。
2050年に向けて、持続的な社会システムの構築に向けた取組みを着実に進めています。

国内で培った技術・システムを世界へ展開し、2つのプロジェクトを推進しています。

TOYOTA Global
100 Dismantlers* Project

TOYOTA Global
Car-to-Car Recycle  Project

廃車公害の未然防止
資源リスク対応（枯渇・高騰・供給）
地球温暖化対応

1

2

3

はじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめに
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■ フロンガスの回収

■ 廃油・廃液の回収

　中国（北京）では2014年に中国の解体会社、日本の解体会社、豊田通商の3社が共同でモデル
解体工場を設立し2015年度には約3.2万台の廃車を環境負荷なく適正に処理しました。

　クルマの部品の効率的な解体方法や、地域
特性に合った解体作業を研究しています。

中国(北京)の解体モデル工場

廃車が不適切に放置されたり、解体されると、「地球環境の破壊」を
引き起こしたり、「地域住民の健康・安全への悪影響」を及ぼしたりします。
これらを未然に防止するために本プロジェクトを推進していきます。

TOYOTA Global
100 Dismantlers Project

■ 自動車リサイクル研究所 （愛知県 半田市）

GL
OBAL

T O P I C S

トヨタが蓄積してきた廃車処理の技術やノウハウを活かし、世界各地で
「自動車解体施設」の整備に貢献します。環境に負荷をかけること無く、
廃車を適切に処理し、そして廃車からより多くの資源を回収することが
できる社会システムを構築していきます。
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Car to Car リサイクル（水平）

Car to Car リサイクル（他部品）

Car to 他産業

他産業 to Car

【 再資源化 】 【 再生材の活用 】 【 製品 】

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

究極の循環型社会を実現するために、
Reduce/Reuse/Recycleという３Ｒの考え方に基づき、資源リスクや
地球温暖化への対応を軸にプロジェクトを推進していきます。

TOYOTA Global 
Car-to-Car Recycle Project

このプロジェクトで目指す究極の目標は、クルマの部品や材料を同一部品に再利用する水平リサイクルです。
段階を踏みながら、徐々にレベルアップを図っていきます。

徹底的な3R推進と
再生材の使いこなし

【再資源化】・【再生材の活用】の両フェーズで
レベルアップを図り、製品への再生材活用を推進

1. 資源リスクのある素材の使用量削減

2. 修理交換・廃車由来の部品に対する
　 リビルト/リユースの促進

3. 低ＣＯ₂再生材の活用促進

Reduce

Reuse

Recycle

はじめにはじめに
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クルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクルクルマのライフサイクル全体を考えた省資源とリサイクル

クルマのライフサイクル

自動車が生まれてから役目を終えるまでのライフサイクル全体で、
リサイクルを考えていくことが必要です。

トヨタはクルマのライフサイクルである、

の中で次の活動をしています。

● 廃棄物の発生を抑制する
● 再利用可能なものは繰返し使用する
● 廃棄物を再資源化する

限りある資源をより有効に利用するため、その活動の成果を開発・設計にフィードバックし、
リサイクルを考慮したクルマづくりに取り組んでいます。

資源投入

社内・工程内再利用

開発・設計

販 売

生 産

廃 棄

くるくる
まわって

 いるんだね!

＊ ＡＳＲ：Automobile Shredder Residueの略。廃車のシュレッダーダスト

開発・設計

販 売

生 産

廃 棄

ASR＊

ハイブリッド車用
バッテリー

ハイブリッド車用
モーター

エンジン
アンダーカバー

シートバックボード

ラゲージトリム
ラゲージドアトリム

輸送用
パレット等

販売店
修理交換
バンパー

廃車の適正処理と
再資源化 修理交換部品のリサイクル

社外排出物低減／超硬工具の
リサイクル

リサイクル向上設計／材料開発

ハイブリッド車用ハイブリッド車用ハイブリッド車用ハイブリッド車用
バッテリー

ハイブリッド車用ハイブリッド車用
モーター
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＊1 ISO14001：環境マネジメントシステムに関する国際規格。
＊2 LCA（ライフサイクルアセスメント）：商品の環境に与える影響を、
　  開発から廃棄までの各過程ごとに評価し、より環境負荷の少ない
　  生産方法や、代替原料などを選択していくという考え方
＊3 Eco-VAS（エコバス）：Eco-Vehicle Assessment System
＊4 CE：チーフエンジニア

具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容

　トヨタでは1998年に開発設計部門に自動車業界で初めて
ISO14001＊1を導入、リサイクル分野では車両開発時にリサイクル
性事前評価をしてきました。2005年からは、環境マネジメント強化
を目的に、車両の全開発プロセスを通じて、LCA＊2（ライフサイクル
アセスメント）の考え方を踏まえた総合的な環境評価システム
「Eco-VAS＊3」を導入しています。

　廃車の資源循環を推進するため
に、解体事業者を実際に訪問した
上で、解体しやすく分別しやすい
構造を、新型車両に積極的に採用
しています。

環境を考慮した開発設計 環境性能

・燃費向上
・排ガス、騒音、
 環境負荷物質低減
・リサイクル
・LCA評価

・お客様ニーズ
・コスト
・CE＊4構想

開発・設計

開発・設計

解体しやすい車両構造

　V字ミゾの設置によりインパネ
部分を強く引っ張ると容易に取り
外せるようにしています。

インストルメントパネルの取外し
　従来より引き剥がし荷重を30％
低減できるポイントを割り出し、解体
性向上マークにて明示しています。

ドアトリムの引き剥がし

解体作業のきっかけとなる
ポイントに「解体性向上
マーク」を付けました。

「解体性向上マーク」の採用

　4代目プリウスでは部品の取外し
時間をさらに削減。新たに解体性
向上マークを付け、重い部品をバラ
ンスよく吊り出せるようにしました。

ハイブリッド車用バッテリーの
重量部品の取外し

企画の時から
リサイクルのことを
考えているんだね！

トヨタ独自の
マークだよ！
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車両企画

環境性能と
お客様ニーズなどを
両立させた目標設定。

Eco-VASでの評価

生産開始前

環境性能の
最終確認 お客様への

情報開示

設計・試作

目標達成

　ワイヤーハーネスが極力他部品
に干渉することなく引き剥がすこと
ができます。

　缶詰のような要領で強く引っ張る
と容易に解体ができるようにして
います。

ワイヤーハーネス 
プルタブ式アース端子部採用

　効率よく引きはがせるポイント付近
に目立つ「黄緑色」テープを巻きつけ
ることで、視認性を向上させています。

ワイヤーハーネス
視認性向上テープの採用

ワイヤーハーネス配置の工夫

組み付け状態 解体時

引きはがし
方向

薄肉部
より分離

開
発
・
設
計

生
産

販
売

廃
棄
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リサイクル以外の取り組み内容例

開発・設計

　日本ゼオン株式会社、住友理工株式会社とともに共同
開発したバイオ合成ゴム「バイオヒドリンゴム＊」を、世界
で初めてバキュームセンシングホース（エンジン・駆動系
ホース）に採用しました。
　バイオヒドリンゴムは、ホースなどに使われる「ヒドリン
ゴム」の原料の一部である「エピクロロヒドリン」を植物

由来のバイオ原料に替えて製造したものです。2016年
5月から順次適用し、年内には国内生産の全車種に採用
する予定です。今後はブレーキ系ホース、燃料系ホース
などの特殊ゴム部品にも採用拡大を目指します。

パーム油の原料となるアブラヤシに化学処理を施して、バイオディーゼル燃料（脂肪酸メチルエステル）を製造する際、副産物としてバイオグリセリンが産出されます。
このバイオグリセリンを活用してバイオエピクロロヒドリンを製造します。（植物由来原料としてのRSB（ROUNDTABLE ON SUSTAINABLE BIOFUELS）認証を確認済み）

バイオ合成ゴムを原料としたエンジン・駆動系ホースを世界初採用

植物由来プラスチックの開発・活用拡大
トヨタはリサイクル以外でも地球温暖化防止のために
CO₂排出量を抑制しています。

・地球温暖化防止のためにCO₂排出量を抑制
・石油資源の使用量削減に貢献しています

2003年5月 「ラウム」にエコプラスチック採用 エコプラスチック＊1を自動車に採用

2011年1月 「CT200h」に新エコプラスチック採用 さとうきび由来のバイオPET＊2を使った
新エコプラスチック＊3

2011年11月 「SAI」内装表皮に新エコプラスチック採用
  内装部品の表面積全体の80%に到達

従来のエコプラスチックでは困難であった部分にも採用
部品コストも含めて石油系プラスチックと同等のレベルを確保。

石油系プラスチック

植物由来プラスチック

■ 自動車への採用実績

■ エコプラスチックのCO₂循環概念

植物から作った
プラスチックを

クルマに使えるよう
研究したんだよ

CO2

CO2

CO2
CO2

光合成

原材料

熱回収

自動車部品

植物物質

世界初

世界初

＊1 エコプラスチック：トヨタが自動車用に開発した一般的な植物由来のプラスチックに比べ耐熱性耐衝撃性などを向上させた植物を原料とする成分を含むプラスチックの総称
＊2 バイオPET：ポリエチレンテレフタレートの原料の一部であるモノエチレングリコールをさとうきび由来のバイオ原料に替えて製造したもの
＊3 新エコプラスチック：耐熱性、耐久性、耐伸縮性などで他の一般的な植物由来のプラスチックと比較して飛躍的に向上

＊バイオヒドリンゴムは大気中のCO₂を吸収しながら生長した植物を原料
とすることで、従来の石油系ヒドリンゴムに比べて製造から廃棄までのラ
イフサイクルでCO₂排出量を約20％抑制可能とします。

原料となるアブラヤシ バイオエピクロロヒドリン バイオヒドリンゴム（ポリマー） バキュームセンシングホース

具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容
CO

LUMN
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開
発
・
設
計

生
産

販
売

廃
棄

生 産

資源有効利用の推進

■ 資源の流れ

製 品

有価物

廃棄物

社
外
排
出
物

資源投入

〈社内・工程内再利用〉

〈トヨタグループ企業内循環〉

①売却リサイクル＊1

②逆有償リサイクル＊2

●部品
●原材料 ●金属資源

④埋立廃棄物
③焼却廃棄物

排出物低減に向けた取り組み
　工場では、排出物の低減をするため資源ロス低減活動を推進しています。
特に歩留向上対策、廃棄物低減などに取り組み、社外排出物量を着実に低減しています。

2015年度の廃棄物発生量は、
2001年と比べ55％削減したよ！

2015年度再資源化率99.6％

＊1 売却リサイクル：売却代金から運搬費の支払いを差し引いて有価となるもの
＊2 逆有償リサイクル：再資源化されるものであっても無償又は処分費を要するもの

平成25年度「資源循環技術・システム表彰」
第1回レアメタルリサイクル賞受賞

超硬工具（タングステン）のリサイクル
　トヨタの工場で発生する使用済み超硬工具を
分別回収し、タングステンを100%回収・再資源化
しています。

トヨタ
（スクラップ分別）

チップ等

住友電工グループ会社
（材料再生）

タングステン粉

回転工具等

住友電工グループ会社
（超硬製品製造）

超硬チップ 超硬ドリル

トヨタグループ企業
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＊ リビルト部品：分解・洗浄した上で、必要に応じ部品を交換する
　などした、新品レベルの部品

販売店
整備業者

お客様

納品
部品手配
依頼

車両修理修理相談・依頼

在庫情報
データベース

eコマース
電子商取引
サイト

部品共販店

中古パーツ
業者A

中古パーツ
業者B

中古パーツ
業者C

中古バンパーを
使いたい

アクセス

商品（宅配便により配送）

検索・
オーダー

出荷指示

■ eコマースのしくみ

■ リビルト部品＊と新品部品の供給
　 実績概要（2015年度）

エンジンルーム用デフレクター

中古部品・
リビルト部品

部品名称 新品
（参考）

2015年度 供給点数

A/Tトランスミッション 2,056

リビルト
部品 パワーステアリング 4,287

1,655

中古部品

トルクコンバーター

35,498

66

2,288

5,070

ー

具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容

　廃バンパーは容易にリサイクル可能なポリプロピレンを使用しているため、
全国のトヨタ販売店を通じて、積極的に回収しリサイクルを進めています。

　中古部品の利用拡大、リビルト部品の
供給など、部品の有効活用のために、eコ
マース（電子商取引）を活用した中古部品
の取り扱いを2001年から全国で展開し
ています。

廃バンパーを販売店から回収し、樹脂再生

中古部品の利用拡大

　バンパーのリサイクルで培った技術を発展させ、廃車バンパーを原料と
するリサイクル材を開発しました。
●バンパー付着の砂など異物の徹底除去　
●きめ細かな成分調整によって品質を確保　
●デフレクターに採用を開始

部品共販店：トヨタ自動車と地元販売店の共同出資による自動車補修部品
　　　　　 およびアクセサリー品の物流・販売会社。全国に34社

　さらに、２０１3年にエコプラスチック・再生樹脂材を樹脂部品全体の２０％に使用できる技術を確立しました。
廃バンパーからの再生樹脂材の採用拡大にむけた新たな技術開発
●対象部品を決めて進捗をフォロー　
●耐衝撃性を低下させる塗膜片の除去など

世界
トップレベル

販 売

販売段階でのリサイクル クルマを売っているお店で
修理のために交換したバンパーを
リサイクルしているんだね
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　米国トヨタの部品物流部門であるNAPO
（North American Parts Operations）では、
破損したバンパーカバーやスクラップパーツを
リサイクルすることで、廃棄物削減に努めています。
この取り組みは、ビジネスパートナーであるBPS
（Boles Parts Supply）との協働のもと、2014年
に考案した「National Scrap Program」と呼ばれ
る手法を用いて、これまで再利用ができなかった

パーツをさまざまなサイズのプラスチックペレット
に加工し、再利用するものです。
　実証活動として、まずトヨタの2大パーツセン
ター「カリフォルニア州オンタリオ」と「ケンタッ
キー州ヘブロン」で試行され、プログラム導入後
15カ月で、焼却するか埋め立て処分されていた
クロスとフォームを4万ポンド以上リサイクルする
効果を得ました。

　さらに、シンシナティ、ロサンジェルス、サンフ
ランシスコ、ポートランドにあるトヨタの部品共販
センター（parts distribution centers）6拠点
でもプログラムを導入し、それまで再利用でき
なかった92％のパーツ8万8,000ポンド以上を
リサイクルすることができました。
　BPSは現在、トヨタの廃棄物のうち14種類以上
のパーツのリサイクルに成功しており、再生ペレット
は、ファブリックメーカーやほかのクルマのバン
パーを製造するベンダー向けにも販売され、新品
の車両パーツの部材として再利用されています。
　NAPOのプログラムマネージャーであるジュリ
アナ・ディー氏は、「National Scrap Program
導入により、廃棄物が削減でき、リサイクル率も
向上しています。また、新品パーツをこれ以上調達
しなくても済むので資源削減にも効果的です。

ゴミとして捨てられていたモノに新たな命を吹き
込むことができたこの取り組みに対し非常に喜ば
しく思います」と話します。
　NAPOは、2015年度のリサイクル率が前年比
3％向上し、なかでもカリフォルニア州オンタリオの
パーツセンターにおけるリサイクル率は11％向上
と、大幅な改善が見られたことを確認しました。
　本プログラムは、残りの部品共販センターでも
2017年度の終わりをめどに導入することを検討
中です。

廃棄物削減に向けた、バンパーカバーやスクラップパーツのリサイクル実証活動

運び込まれた破損バンパーカバーなどがプラスチックペレットに再生されるまで

BPS社長の
ジェリー・ボールス氏

環境へ真摯に向き合い、取り
組みを進めているトヨタの手
助けができたこの成功事例を
誇りに思います。

GL
OBAL

T O P I C S

開
発
・
設
計
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販
売
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棄
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解体事業者引取り事業者

エンジン、トランスミッション、触媒、タイヤ、
バッテリー、オイル、燃料、フロン、エアバッグなど

17～19％

40～60％

約360
万台/年

シュレッダー
事業者

ASRリサイクル
事業者

20～45％

鉄、非鉄金属
銅、スラグ
電力他

ASR

分
別

リ
サ
イ
ク
ル

取
り
外
し

プ
レ
ス廃

車

中古車
輸出

販売店

中古車
業者

整備業者

ASR材料構成（重量%）

樹脂
33

1615

発泡
ウレタン繊維

可燃物

不燃物

7
ゴム

鉄 8

ガラス
ハーネス 非鉄金属

7
5 4紙 2

木 3

■ 一般的なクルマのリサイクルの流れ

ASR埋立等

リサイクル
実効率

 約99％＊2以上

＊2 リサイクル実効率：リサイクルに向けられた重量÷使用済自動車の総重量

シュレッダー会社

シュレッダー

リサイクル会社

材料として再利用

３つに分別

鉄 非鉄金属 シュレッダーダスト（ASR）

鉄・非鉄金属として再利用

エネルギーとして再利用

（銅）

最
終
ユ
ー
ザ
ー

★印が自動車リサイクル法で
再資源化が義務付けられている

3品目だよ！

★

開
発
・
設
計

生
産

販
売

廃
棄
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具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容

廃 棄

適正処理に関する取り組み
シュレッダーダスト（ASR）の適正処理

ＡＳＲの分別技術開発と活用

　トヨタは、1993年からASRのリサイクル技術を豊田メタル(株)
と共同で開発し、1998年8月から量産レベル（能力 ASR約2千
t/月）で再資源化するトヨタオリジナルのリサイクルプラントを
稼働させました。

　クルマのシュレッダーダストを余すところ無く再利用するには、製品素材に戻す必要があります。その実現には、成分
の純度を高める分別が必要となるため、ASRリサイクルプラント用に特殊な風力や磁力による分別技術を開発し、
シュレッダーダストの再利用を可能にしました。

豊田メタル（株）

シュレッダーと
リサイクルを一貫

世界初

ELVシュレッダープラント
（End of Life Vehicle）

ASRリサイクルプラント
（Automobile Shredder Residue）

プレシュレッダー
シュレッダー本体

風力分別

風力分別

風力
分別

破砕

回転ふるい

ASR
（シュレッダーダスト）

発泡ウレタン
繊維類

ガラス

アルミ

銅

樹脂・ゴム

溶融固化

回転ふるい

鉄

非鉄分別

磁選機

鉄スクラップ 非鉄金属

鉄スクラップ（トヨタ各工場）
プレス

電炉原熱料
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再生樹脂原料の選別工程 選別後の再生樹脂母材 除去されたアルミ 除去された銅

樹脂のマテリアルリサイクル化
｠　樹脂のマテリアルリサイクル化を目指してASR由来樹脂のマテリアルリサイクル化を進めるため、2015年から初めて
水を利用した分別装置を導入し、樹脂・ゴム類に混ざっている夾雑物の非鉄金属の銅､アルミの除去に取組み、再生
樹脂母材としての活用を開始しています。

　製鋼用電気炉では鉄スクラップを
溶解して鋼材へ再生する際に熱源や
加炭材が必要になります。

　ASRから回収した樹脂類を適切に
投入し、熱源・加炭材への代替を可
能にしました。

　自動車リサイクル法では、ＡＳＲリ
サイクル率を2015年度までに70%
に引き上げることが要求されていま
すが、すでに2007年度に達成して
います。

製鋼用電気炉の熱源として
樹脂を活用

ASRの中の樹脂類

鉄スクラップ

自動車向け鋼材・部品

熱源・加炭材
への代替

熔 解

愛知製鋼(株)との共同開発技術
2005年1月～

この技術によりこれまで
リサイクルが難しかった
混合樹脂など軽量で発熱
量が小さいものも原燃料
として有効活用できるよ
うになりました。

製鋼用電気炉

開
発
・
設
計

生
産

販
売

廃
棄
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具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容

■ 日本のバッテリー回収ネットワーク

ＨＶバッテリーの適正処理

　日本では、回収したバッテリーを還元処理し、電圧ゼロボルト化や
電解液の無害化を図っています。尚、Ｌｉイオンバッテリーは適正な
処理方法を検討中です。

　日本における使用済バッテリーの回収
は、トヨタオリジナルの回収ネットワーク
を構築しており、「トヨタHV引取受付セ
ンター」として、インターネットで全国から
引取り依頼を受付けています。
　また、この回収ネットワークは、トヨタの
修理用交換部品をお届けした帰り便を
活用することで、ＣＯ₂排出量の削減も
図っています。

安全な取外し

回収の仕組み

適正処理

　解体事業者が、車両からバッテリーを安全に取り外すための
注意点を、トヨタのＨＰで確認できるようにしています。

　使用済みになったＨＶバッテリーを安全に車から取り外しできるよう情報を提供するとともに、回収ネットワークに
よりバッテリーを回収し、適正な処理を実施しています。

バッテリー回収・リサイクルマニュアル

回収ネットワーク全体の概要

解体事業者 販売店

集約

①
引
取
依
頼

③輸送（触媒混載）

豊通リサイクル（株） 部品共販店

補給部品輸送会社

豊田ケミカルエンジニアリング（株）

③輸送（部品供給帰り便）

④輸送（部品供給帰り便）

⑤還元処理
トヨタＨＶ

引取受付センター
(24時間受付)

②
回
収
依
頼

http://www.toyota.co.jp/jpn/sustainability/environment/
challenge5/battery-recycle/index.html#title02

HVバッテリーの
再資源化については
P19で紹介するよ！

トヨタ自動車(株)公式企業サイト

http://www.toyota.co.jp/jpn/sustainability/environment/challenge5/battery-recycle/index.html#title02
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　燃料電池自動車「MIRAI」は欧州でもリース
販売を開始しています。そのため、使用済みの水
素タンクを適切に処理する必要があります。リサ
イクルの実用化に向け、現地において、そのため
の実験を進めてきました。このたび、適切にリサ
イクルするめどが立ち、現地企業にリサイクルの

委託契約をする段階となりました。
　今後、欧州で廃車になる「MIRAI」の水素タンク
は、CFRP（炭素繊維強化プラスチック）を取り出
して再生材として使用するなど現地でリサイクル
できるようになります。

「MIRAI」の水素タンクのリサイクルを欧州で開始GL
OBAL

T O P I C S

ＦＣＶ＊（燃料電池自動車）の適正処理
　トヨタのＦＣＶであるＭＩＲＡＩは、ＦＣスタック（燃料電池）
と、駆動用バッテリーの電力により、モーターのみで走行し
ます。水素ガスを燃料とし、走行時には水しか発生しない
環境に優しいクリーンカーです。

　ＭＩＲＡＩには、充填圧力70MPa(700気圧相当)の高圧水素ガスを貯蔵する、炭素
繊維強化プラスチック(CFRP)製タンクを２本使用しています。

　ＦＣＶを解体する際は、タンクに残った水素ガスを処分し、タンクを再利用できない
加工（くず化）を行うことが必要（高圧ガス保安法）となります。

　トヨタでは、ＭＩＲＡＩ発売開始にあわせ作業マニュアルを作成し、諸注意事項の
展開と、水素タンクからのガス抜き＆くず化、駆動用バッテリーやＦＣスタックの
取外し及び、回収リサイクルの手順を公開しています。

CFRP水素タンク 熱分解処理

＊ ＦＣＶ＝Fuel Cell Vehicle

開
発
・
設
計

生
産

販
売

廃
棄
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レアアース

中国
85%

米国 6%

その他 9%

チリ
32%

中国 9%
ペルー 8%

その他
51%

チリ
36%

オーストラリア
36%

中国
14%

フィリピン
18%
ロシア
11%
インドネシア
10%

その他
61%

銅

リチウム

ニッケル

その他 
14%

具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容

今後の自動車生産・販売に
大きな影響を与える要因の一つ

1

1

（周期）

2

3

4

5

6

7

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18（族）

水素

1

H

リチウム

3

Li

ナトリウム

11

Na

カリウム

19

K

ルビジウム

37

Rb

セシウム

55

Cs

フランシウム

87

Fr

ヘリウム

2

He

ネオン

10

Ne

アルゴン

18

Ar

クリプトン

36

Kr

キセノン

54

Xe

ラドン

86

Rn

ベリリウム

4

Be

マグネシウム

12

Mg

カルシウム

20

Ca

ストロンチウム

38

Sr

バリウム

56

Ba

ラジウム

88

Rg

ランタン

57

La
セリウム

58

Ce
プラセオジム

59

Pr
ネオジム

60

Nd
プロメチウム

61

Pm
サマリウム

62

Sm
ユウロピウム

63

Eu
ガドリニウム

64

Gd
テルビウム

65

Tb
ジスプロシウム

66

Dy
ホルミウム

67

Ho
エルビウム

68

Er
ツリウム

69

Tm
イッテルビウム

70

Yb
ルテチウム

71

Lu

スカンジウム

21

Sc

イットリウム

39

Y

ランタノイド

57～71

アクチノイド

89～103

チタン

22

Ti

ジルコニウム

40

Zr

ハフニウム

72

Hf

バナジウム

23

V

ニオブ

41

Nb

タンタル

73

Ta

クロム

24

Cr

モリブデン

42

Mo

タングステン

74

W

マンガン

25

Mn

テクネチウム

43

Tc

レニウム

75

Re

鉄

26

Fe

ルテニウム

44

Ru

オスミウム

76

Os

コバルト

27

Co

ロジウム

45

Rh

イリジウム

77

Ir

ニッケル

28

Ni

パラジウム

46

Pd

白金

78

Pt

銅

29

Cu

銀

47

Ag

金

79

Au

亜鉛

30

Zn

カドミウム

48

Cd

水銀

80

Hg

ホウ素

5

B

アルミニウム

13

Al

ガリウム

31

Ga

インジウム

49

In

タリウム

81

Tl

炭素

6

C

ケイ素

14

Si

ゲルマニウム

32

Ge

スズ

50

Sn

鉛

82

Pb

窒素

7

N

リン

15

P

砒素

33

As

アンチモン

51

Sb

ビスマス

83

Bi

酸素

8

O

硫黄

16

S

セレン

34

Se

テルル

52

Te

ポロニウム

84

Po

9

17

35

53

85

フッ素
F

塩素
Cl

臭素
Br

ヨウ素
I

アスタチン
At

レアメタル
レアアース

ランタノイド

トヨタは、お客様によいクルマを安定的にお届けするために、
希少金属の対応に取組んでいます。

調達リスク

●可採年数＊3が短い
●産出国が集中
●景気や政治の動向の影響を受けやすい
●価格の乱高下が顕著

対応策

①廃車都市鉱山からの資源循環
②代替材及び使用量削減技術開発
③新たなルートの開拓による安定調達

■ 非鉄金属資源の上位産出国（2015年）

＊1 レアメタル：入手しにくい金属。リチウム、コバルト、ニッケルなど
＊2 レアアース：希土類元素。化学的性質の似た１７元素。すべてレアメタルに含まれる
＊3 可採年数：今後毎年生産していった場合、何年生産が継続できるかを示す指標

廃 棄

再資源化／再利用の取り組み
レアメタル・レアアースの再資源化の必要性
　近年、自動車はモーターや電子基板を多く使用するようになりました。特にHV車ではバッテリーやモーターなど、
従来に比べて希少金属「レアメタル＊1」や「レアアース＊2」を使った部品が増えています。

出典 ： USGS

元素周期表Coffee Break
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リチウムイオンバッテリー

豊田ケミカル
エンジニアリング

PEVE
（プライムアース
ＥＶエナジー）

住友金属
鉱山

お客様 解体事業者

バッテリー
to

バッテリー
資源循環システム

トヨタＨＶ引取
受付センター

HV車用
バッテリー取り外し

廃バッテリー引取受付
回収運搬指示

還元・破砕・選別

HV車生産

HV車用
バッテリー生産

バッテリー原料製造 Ni・Co製錬

バッテリーリサイクル材

水酸化ニッケル

正極材料

HV車購入

HV車廃車

トヨタ

HVバッテリーの再資源化
　トヨタは、使用済ニッケル＊1水素バッテリーから、
ニッケルを抽出しバッテリー原料として再資源化
する世界初の“バッテリー to バッテリー”
リサイクル事業を、2010年10月より、
関係各社と共同で、開始しました。
希少金属の完全リサイクルは
最終実証＊2段階に入っています。

高度な選別・抽出技術開発

これまで

スクラップとして
ステンレス原料に
リサイクル ステンレス

今後

完全リサイクルへ移行、
ニッケル、コバルト＊3を
取り出す

＊1 ニッケル：レアメタル
＊2 実証：新開発の製品・技術などを、実際の場面で使用し、
　  実用化に向けての問題点を検証すること
＊3 コバルト：レアメタル

ニッケル

　リチウムイオンバッテリーはニッケル水素バッテリーに比べて
少ない金属資源で同じ容量のバッテリーを作ることができます。
　トヨタではリチウムイオンバッテリーからもニッケル水素バッテ
リーと同じようにレアメタル・非鉄金属などをリサイクルできる
技術に取り組んでいます。

リチウムイオンバッテリーの再資源化CO
LUMN

世界初
!

開
発
・
設
計

生
産

販
売

廃
棄
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具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容

HVバッテリーのリビルト・リユース
　トヨタはハイブリッド車から取り外した使用済みのニッケル水素バッテリーを検査、再組立て（リビルト）し、2013年
より定置用の畜電池として、また2014年より車両用の補給電池として再利用し、エコな再生エネルギーとして活用
しています。再利用が終わった後は、素材をリサイクルし、もう一度新しいバッテリーに使用します。

イエローストーン国立公園

太陽光発電用のソーラーパネル ニッケル水素バッテリーの蓄電システム

2014年～● 検査後、リビルトし車両用補給電池として販売（2代目プリウス）

2013年～● 検査後、リビルトし定置用蓄電池として販売（まずは店舗用…既に数10基を導入）

　2014年6月、トヨタ、インディ・パワー・システムズ、米国シャープ、
ソーラー・ワールド、パトリオット・ソーラー、合衆国国立公園局、
イエローストーン公園財団が協力し、カムリHVの使用済みニッケル
水素バッテリーパックと太陽光発電を組み合わせた分散型発電
システムをイエローストーン国立公園内で稼働させました。
　太陽電池パネルで発電した電力を、カムリ208台分のニッケル
水素バッテリー（蓄電容量85kWh）へ蓄え、公園内のロッジの
非常用電源として利用しています。

イエローストーン国立公園における持続可能なエネルギー事業GL
OBAL

T O P I C S
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磁石の再資源化
　HVモーターで使用する磁石には、レアアースの
ネオジムとジスプロシウム＊が含まれています。
　トヨタは、こうしたレアアースを極力使わないモー
ターの研究開発を進めるとともに、信越化学工業（株）
と連携し、抽出したネオジム、ジスプロシウムを新品の
磁石へと循環しています。
　また三和油化工業（株）と連携し触媒の添加剤に
循環させるCar to Carリサイクルシステムを始めて
います。

FCスタックの再資源化
　ＭＩＲＡＩに搭載されているＦＣスタック（燃料電池）は、
水素タンクから供給された水素ガスと、車外から取り
入れた空気中の酸素を化学反応させ、300V以上の
高電圧を発生します。

　ＦＣスタックには、希少価値の高い金属が使用され
ています。トヨタでは、ＭＩＲＡＩ発売に合わせ、世界初と
なるＦＣスタックの回収・リサイクルの仕組みを立ち
上げました。

ワイヤーハーネス（銅）の再資源化
　電線や送電線に使われる銅は、可採年数があと40年程度と言われています。一方、今後さらに普及が見込まれる
HV車などの次世代車はモーターを搭載し銅が多く使われます。
　そこでトヨタは、関連会社と連携し、Car to Carリサイクルの技術開発を進めてきました。2013年から本社工場内の
実証ラインで再生銅の生産を開始し、３年間の実証を経て「精錬レス・純度99.96％」の選別技術の開発を完了しました。

＊ ネオジム・ジスプロシウム：強い磁力を持った永久磁石を生産するために使用
　されるレアアースの一種

磁石取り出し新車製造

再資源化磁石

触媒（添加剤）

廃車・解体

ワイヤーハーネス 再資源化された銅

FCスタック

使用済み車

スタック
回 収

MIRAI

貴金属
回 収

2次
解 体

新車

開
発
・
設
計

生
産

販
売

廃
棄
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解体後

解体後
＊ 都市鉱山：都市でゴミとして廃棄される自動車・家電製品などに存在する有用な
　レアメタルなどを鉱山に見立てたもの

解体前

モーター取り出し モーター分解

解体前

解体重機によるワイヤーハーネスの取り外し解体重機

自動車樹脂部品

具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容

廃 棄

資源循環に関する研究開発

貴金属使用部品の解体技術研究
　都市鉱山＊として注目されている電子基板・センサー類等の効率的解体技術、貴金属含有部分の取り出し技術の
研究を実施しています。

効率的な取外し回収技術の研究
　広く使われるようになった解体重機での効率的な解体技術や解体しやすい車両構造の研究を実施しています。

■ O2センサー■ エンジンECU

樹脂のリサイクル研究
　樹脂リサイクルの更なる拡大を進める上で廃車から
回収した部品で自動車の樹脂部品に再利用出来ないか
検討しています。

　例) 廃車バンパー材 → ボデー樹脂部品に再利用済

　また、将来はバンパー to バンパーの様なリサイクル
実現に向け、研究開発を進めています。
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■ FCV解体作業の流れ（標準パターン）

■ 解体デモンストレーション

ガス抜き タンク・スタック降ろし

駆動用バッテリー

スタックフレーム

【FCスタックASSY】

【水素タンク】 注水開栓 排水・くず化

Aプレスへ部品取りはずし

FCスタック

貴金属
リサイクル

適正処理

FDC

発売前から
処理のことを
考えているんだ

FCVの解体技術の開発
　トヨタでは、将来のＦＣＶ廃車の発生を想定し、発売開始の数年前から、作業手順・工法の
検討を進めてきました。また、自動車リサイクル法３条：『自動車の構造等の情報提供』に鑑み、
日本ＥＬＶリサイクル機構の方々を対象とした解体デモンストレーションを実施しました。

①ガス抜き
（中圧ポートからの水素ガス抜き）

⑤水素タンク・FCスタックASSY取りはずし ⑥水素タンクくず化・FCスタックASSY分解 ⑦水素タンク・FCスタック運搬

②液類抜き ③エアバッグ・フロン回収 ④駆動用バッテリー等取りはずし

開
発
・
設
計

生
産

販
売

廃
棄
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自動車リサイクル研究所

■ 自動車リサイクル研究所の位置付け

具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容

トヨタ自動車(株) 解体・シュレッダー業界等

部品・材料メーカー等 工具・機器メーカー等

自動車リサイクル研究所
・リサイクルしやすい車両構造の研究
・効率的な解体技術の研究
・適切で効率的な再資源化技術の開発

リサイクルしやすい
車両設計の提案

効率的な
解体技術の提案

レアアース・レアメタルの
資源循環技術開発

解体技術等の
情報開示

解体技術等の
情報開示

レアアース・レアメタルの
資源循環技術開発

世界
トップレベル

　トヨタはこれまで、廃車の解体・部品リサイ
クルの向上をめざして数々の研究を積み上げ
てきました。

　これら技術やノウハウをベースに解体・リサ
イクル技術を実用化するとともに自動車設計
に反映していくため、2001年に「自動車リサ
イクル研究所」を豊田メタル（株）内に設立し
ました。

廃車のリサイクル研究拠点CO
LUMN
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’10 （年度）

（%）

60

70

100

’12

2015年度 法定基準 70%

’11 ’13 ’14

9797 9999 9999

8585

9393 9494

9999

9696

9999

9797

リサイクル実効率（車両換算値）

ASRリサイクル率

’15

9999

9797

委託・支払

　2005年1月に施行された自動車リサイクル法は、使用済自動車のリサイクルと適正処理を推進するため、自動車
メーカーの他、関係者に適切な役割分担を義務付けています。
　トヨタは、リサイクル法に基づき、使用済自動車から発生するフロン類、エアバッグ類、ＡＳＲを引き取り、リサイクル
等を積極的に行っています。

■ 自動車リサイクル法に基づく回収・リサイクルの仕組み

■ トヨタのリサイクル実効率およびASRリサイクル率の推移

登録制 認定制許可制 費用の流れ物の流れ

中古部品等

重量税還付

金属等

金属・電力等

最終所有者

埋立処分

引取業者
（販売店・整備業者等）

フロン類回収業者

解体業者

シュレッダー業者

ASRリサイクル業者等

リサイクル
料金

フロン類引取り

料金支払

委託支払

払渡し請求

払渡し

契約

〈ＡＲＴ＊〉

エアバッグ類引取り

料金支払

委託支払

委託支払

委託支払

エアバッグ類
リサイクル業者

フロン類
破壊業者

自動車リサイクル促進センター
〈指定3法人〉

〈チーム別 引取会社〉

＊ ART：Automobile shredder residue  Recycling promotion Team

自動車再資源化
協力機構
（自再協）

道
路
運
送
車
両
法
抹
消
登
録
制
度

有
用
部
品
市
場
・
有
用
金
属
等
市
場

中古車

使用済車

使用済車

使用済車

使用済車
ガラ

ASR
引取り

残渣

〈THチーム〉 8社
（豊通リサイクル）
トヨタ・本田・ダイハツ・日野・ＶＷ・
アウディ・プジョー・ＢＭＷ

新車所有者等

資金管理法人

情報管理センター

指定再資源化機関

自
動
車
製
造
事
業
者
・
輸
入
事
業
者
　（
自
ら
ま
た
は
委
託
に
よ
り
実
施
）

対象：四輪自動車（含軽）、四輪商用車（普通・小型・軽の貨物、バス）

使用済自動車の再資源化等に関する法律（自動車リサイクル法）の概要 （'05年1月1日施行）

自動車 リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応リサイクル法対応自動車リサイクル法対応
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リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応リサイクルを取り巻く時代の流れとトヨタの対応

豊田メタル設立

時
代
の
流
れ

ト
ヨ
タ
の
対
応

70年～ 90年～ 2000年～

循環型社会の構築へ

リサイクル設計
(部品を取外しやすい設計)の取組み

バイオプラの推進 2003年～

自動車リサイクル法への対応

資源循環の高度化
(レアアース・レアメタル等)

★70年～

ASR事業開始

★98年～

リサイクル研究所設立

★01年

P12 P14

2020年リサイクル
技術シナリオ策定

★07年

資源循環
委員会設立

リサイクル技術
シナリオに基づく
リサイクル設計
への取組み

★08年

種々のリサイクル設計項目を
ラウム移行の新型車にすべて展開

豊田メタル(愛知県半田市) リサイクル研究所(豊田メタル内)

ASRリサイクルプラント(豊田メタル内)

大量生産・消費から
省エネ・リサイクルへ

環境問題へ地球規模での
対応のはじまり

地球環境問題の深刻化

ラウム プリウス
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11年10年 12年 13年 14年 15年 16年

低炭素社会の構築へ

HVバッテリー回収リサイクルシステム稼働 
2009年～　　

超硬工具タングステン回収リサイクルシステム稼働 
2010年～　　

ＨＶモーター磁石リサイクル開始 
2012年～　　

HVバッテリーリビルト･リユース事業開始
2013年～　　

MIRAI
FCタンク・スタック回収
システム運用開始

地球環境大賞受賞

P2

ＥＬＶリサイクル率
９9％達成

★11年

エコプラスチック、
リサイクル樹脂材２０％活用達成

★13年

環境チャレンジ2050策定

★15年

★15年

平成25年度
「リデュース・リユース・リサイクル（３R）
推進功労者等表彰」 内閣総理大臣賞

平成25年度
「資源循環技術・システム表彰」
第1回レアメタルリサイクル賞受賞

★13年

世界初

世界初

世界初

世界初

地球環境問題相互の関係が複雑化

SAI MIRAI






